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セミナーズ ギルド ストーリーサンプル  

■ サンプル１ 『ラーニングエッジ清水 創業時の苦労話』 

2005 年 3 月、渋谷区元代々木町のマンションオフィスにて。  

  

「え、大丈夫？？ あと、3 週間で、本番なんだけど・・・」  

「何とかして、あと 800 人は集めないと、講師に申し訳なくて開催できないよ・・・」  

 

我々セミナーズが、はじめての大型講演会を開催したのは、2005 年 3 月 26 日のことでした。  

会場は、新宿文化センター。1 階のホールの座席数は、1,156 席。 ・・・ 1 階席の満席が目標でした。  

 

当時のラーニングエッジの仲間は、たったの 4 名。資本金わずか 100 万円の会社でお金のゆとりもなく、オフ

ィスにはパソコンもオフィス電話もありませんでした。みんなが個人のノートパソコンを持ち寄ってチラシを作り、コ

ンビニでコピーして配布し、個人の携帯を使って電話営業をして集客していました。  

  

絶対に、満席にしなければならない。でも、開催 3 週間前の段階で、申し込みはわずか 300 名弱。  

私は、悔しくて、悔しくて、代々木公園の噴水近くのベンチで、深夜に一人で泣き崩れたことを、今でも鮮明に

覚えています。そして、天に祈るような想いで、目標達成を願っていました。  

  

あれから、10 年。  

セミナーズでは、ジェイ・エイブラハム、ブライアン・トレーシー、ジム・ロジャーズ、ロバート・キヨサキ、トム・ピータ

ーズ、ジム・コリンズなど、世界トップクラスのカリスマ講師を招聘し、数千名の有料参加者を集めるセミナーイ

ベントを、何度となく開催してきました。それは、本当に楽しい経験でしたが、一言では表現し尽くせないほど、

非常に大変な（笑）、そして我々を成長させてくれる体験でもありました。  

  

2014 年 4 月のアンソニー・ロビンズ氏の初来日イベント（セミナーズフェスタ 2014＠幕張メッセ）では、講演料

だけで 1 億円以上を投資しました。告知開始から 2 週間で 4,365 席を埋めて、最終的には、 

6,100 席以上のお申込を頂き、熱狂的なライブステージを作るという貴重な体験もさせて頂きました。  

 

すべては、2005 年の新宿文化センターでの講演会の集客の苦労を乗り越えることから、スタートしたのです。

あの悔しさ、あの感動があったからこそ、これまでチャレンジを続けることができました。  

今回、その秘密、10 年間明かしていなかった秘密を、初めて体系化して公開致します。  

本資料の内容が、集客に苦労されている主催者のヒントになればと思っています。そして、必要な人に必要な

学びの機会が流通し、業界の発展につながることを心から願っています。  

 

セミナーズ 清水康一朗 

 



2 

 Copyright (C) 2020 LearningEdge. Co., Ltd. All Rights Reserved. 

■ サンプル２ 『ジェイ・エイブラハムの告白』 

私が初めて仕事をしたのは 18歳の時で、なけなしのお金をかき集めて結婚をしたばかりでした。 

私には車がなく、3つのバスを乗り継いで通勤せざるを得ませんでした。 

 

職場では、集中力がないことが問題視され、ひどく安月給の仕事をクビになってしまいました。 

私も若かったものです。どうしていいのかわからず、ただ怖くてどうしようもなかったのです。 

（本文より） 

 

====================================================================== 

本書は、ジェイ・エイブラハム氏にラーニングエッジ（東京都新宿区）がインタビューすることで生まれた「ジェイ・

エイブラハムの告白」である。我々のインタビュー依頼に対して、彼は、彼のメールマガジンのメッセージで以下

のようにコメントしている。 

 

【ジェイ】 

「…東京にあるラーニングエッジという会社からのインタビュー

依頼があった。そうか、いつも通りの平凡なインタビューだろう

けど、いいよ、受けるよ、と思っていた。 

 

ところが、なんてことだ！私は間違っていた！ 

質問を聞いた時に、私は思わず電話を落としそうになった。 

 

なぜ、私はこんな話をしているのか。なぜなら、驚くべきことに、これまで一切、このような質問を受けたことがな

かったからだ。誰からも、今まで一度も…。多くのメディアやクライアントから、あまりに私の成功の側面や輝かし

い実績ばかりが強調され、ジェイ・エイブラハムは生まれた時から成功していたとでも勘違いされていたのかもし

れない。 

 

今回、私は単にインタビューに回答するだけではなく、真剣に、真摯に、率直に、そして素直に、それぞれの質

問を尊重して答えることとした。私の人生の話が、この「ジェイ・エイブラハムの告白」が、あなたの人生を変える

きっかけになると嬉しい。いつものようなものではない。期待しているものとは異なるかもしれない。興味が湧い

たら、ぜひ、読んでみて欲しい。 

 

そして、このインタビュー内容を、困難の中にいる人に、何かの壁にぶつかっている人に、ぜひプレゼントしてあ

げて欲しいと思う。それによって、あなたが大事だと思う人に勇気を与えることができると私は信じている。」 

 

ジェイ・エイブラハム 


